
宝小の地域連携・地域交流 

都留市立宝小学校 

命を守る教育 ～交通安全教室・防犯教室～ 

 

☆講師 大月警察署 宝駐在所 杉田巡査部長 

１ 目的 

（１）交通安全に対する関心・知識を高め、交通事故から身を守れるようにする。 

（２）防犯意識の向上や安全な登下校を行うための知識を得ることを目的とする。 

 

２ 内容 

（１）１年生を対象とした交通安全教室 

・入学して間もない１年生を対象に、交通安全に対する関心・知識を高めるとともに、交

通事故から身を守れるようにすることを目的に４月中におこなった。 

・講師は、毎日登校指導も行ってくださる宝駐在巡査・大月警察署交通課の方にきていた

だいた。まず教室で交通安全講話をしていただき、映像をみて確認した。また、学校校

門前の押しボタン式信号を押して、横断歩道を渡る練習をおこなった。 

 

①横断の仕方 

（校門前の押しボタン式信号機を使って体験する） 

②安全な歩行の仕方 

③飛び出し禁止 等 

 

（２）全校を対象とした防犯教室 

①防犯に対する関心や知識を高め、日ごろから安全な登下校ができるよう、知識を得る

機会とすることを目的におこなった。 

②講師として山岳救助隊としてもご活躍の 

宝駐在所杉田さんにご講義いただいた。 

③例年、不審者に対する防犯意識と安全確保 

の手段について学ぶ機会としている。今年度 

は、山に囲まれた自然環境下にある本校の実 

態を踏まえ、野生生物（クマ、サル、シカなど） 

に遭遇したときの対応の仕方やその習性などに 

ついて学ぶ機会となった。 

 

３、成果と課題 

・杉田駐在さんには、毎日の登校時にも見守って 

いただいているので、子どもたちの様子を把握し 

ており、貴重な学びの機会となってた。 

・６年三つ峠登山にも引率してくださっている。 

・配属／異動により、継続的な駐在さんとの連携 

体制が流動的になることが予想される。 


